
潜水調査船｢しんかい｣による海底地質調査

蜜免が省

わが国最初り最大水深600㎜潜航可能な潜水調査船

汀しんかい｣が昨年建造され1年間の各種潜航テスト

をへて本年δ凋から各省庁の共同利用の形で海底調

査一般に供窓れるこあに怒った.運用会議の結果地

質調査所ぽ勅しては相模湾東部海域での計6国間の海

底地質潜航調査の機会があた克られた｡筆者らはその

前半はそれぞれ五目ずつの潜航調査を行ないとくに陸

だ扱域から洋谷堀海脚の水深600mまでの堆積の連続断

繭それあ膳層流との関係露出秘予想される篤三紀層

の地質構造に関する資料を得る目標で計画をたてた.

当初予定のとおりδ月魯胃に錦五回の潜航を行なった

ことについてはすでに新聞報道によってご承知の方が

鏑王鰯

竈しんかいコ綴総1こ係留

嘩(艦側からうつす)

水野篤行1垣見俊弘1衣笠善博

多いと思う､･その翌βの船体整備によってとくに電

気系統に関して完全整備を要する点が発兇され残念な

がらそれ以降の計画を申並せざる得狂いことになった.

(現在潜航再闘申である).実際は潜航してみると陸上

とはちがって全くの暗黒の世界でありま泥地形も複雑

であって菖らぽわれわれはもちろん潜水船の乗組

員の方冷もはじめてであった本格的調査の第五回貿のこ

とで十分な資料を得るこ出ができなかっ.花のである秘

一層の進展カ潮待される潜航調査の今後の参考のたぬに

われわれの経験1調査結果1著平の感想､たどをギしんが

い｣の紹介をかねて本誌面をかりて残しておきたい｡

本文に入るにさきだち今回の調査に際してたいへん

お世話になった加藤洋｢しんかい｣司令沖閏好洋｢し

んかい｣副司令をはじめとする証しんかい｣乗組員の方

々一とく働鱗司令には潜航長として葬常だこ苦労を

いた想い花一一水路部監理課中州久補佐官科学技術庁

海洋開発官室の方省に厚くお礼申し上げたい｡

鰯釜鰯㌘しんかい｣ノリ判わ熱分

⑳

第4図rしんかい｣の側面図(中川久1970による)�



第1表

第裏表運航機器

全長

幅

深さ上構頂部まで

吃水

永上状態排水量

'水中状鰻排水量

最大潜航深度

遠カ水中

遠カ水上

被曳航遠カ

航続時間

空気清浄能力

乗員数

16.5毘一メｰトノレ

5,53メｰトノレ

5.00メｰトノレ

3.96メｰトノレ

90.88トン

90,17ト'ン

600メｰいレ

最メζ2.婁雀ノソト

{鷺欄王.5ノツト

凝大変｡35ノツト

最大5.0ノット

水中最大違カにて嘉.6時間

水中常閑遠カにて1⑰時間

48時間

4人

ジャイロコンパス

流速

深度詰十

傾斜計

気圧計

舶用時

普響測深機(工,500㎜)

音響擬矯機(王｡o㎜)

音鱒二劣位深知機(1,000㎜)

水剤饒舌機(10㎞)

応鎮水中信号機(600m)

無線機

応;毫事羨婁(10良n1)

1.｢しんかい｣について

｢しんかいJは昭和4峰度がち墨年計画で州崎重工

業株式会社によって建造され昭和44年3月に海上保安

庁に引き渡された茗その所属は海上保安庁であるが

運航については科学技術庁の調整による共同利用方式と

なっている.ギしんかいJの構造･性能･潜航法液ど

についてはすでに中川久(1970a葦も)によってくわ

しくのべられているのでここでは写真1関表によって

ごくかん花んは紹介するぽとどめる｡第い2図法そ

れぞれ｢しんかい｣を斜め右後1正面からみ色とこる

また錦3図はハッチおよび脱出球装置(U06と記され

ている部分)の部分を斜め左上後側からみ恋ところであ

る凸第王表のよう紀金長および煽それぞれ約ユ6.腕

5昔晦のずんぐりした卵形の船体をもっている｡鶏4

図は内部構造の概略を示した側面図である｡直径遂測

の球笈個が連絡円筒でつながれ前部球が操縦室兼観測

室と決っている､主操縦者(潜航長)1副操縦諸は前部

球の右舷側紀背中あわせに塵る(篤516図).

第2翻こ示す諸種の運航機器類が主操縦盤およびその

付近に配列されている｡

観測装置(鶏3表)の一部は操縦席の反対側(左舷側)

に鶏?関のように並んでおり一部(マぶビ皿レ㎞タｰ

撮影蕪置など)は最前部にとりつけられている.乗艦

員は2名の操縦者のほかぽ覗窓からの見張レ諸機器操

作にあたる者計3名であり観測者は1名である.直

径4皿の球内は意外ぽ広いようは思われた｡

｢しんかいJはふつうの潜水艦とちがって極度に小

型でありそれに関係して禽走能力も大きく糊約書れて

いる方そのため母船秘必要であり現在では銭客船を

改造した350トンのザ乙女丸J(第8関)秘母船として

使用されている｡｢乙女丸Jには潜航串の㌦んかいJ

との連絡そのほかの作業を行なう指令所が設置され潜

航串他の乗組員カ近ごて潜航支援を行杜う.凄た

rしんかいJの整備機籍類も船上に設置されている｡

乗組員は母船上で起居するほか観測者のための船内宿

泊施設もある.搭載武母船懇なく戯統裁簿船湾勘篤め

鶴嚢鰯

rじんかい｣寄)童

繰雛臓(帝爽よ蔓

麓郷)積はし1鴻j.

艦繊瀦硲計畿鑑

靴齢

灘麟縦鵬の許籍鑑�
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第壌表鰯郷鐘慶

へ

マニピ生レ}クｰ

ブ費ンクトン操敢装置

擦泳裟魔(500固16本)

擦潟装置(300×400mmφ50x1㎜)

氷聯テレビジ雪ン

音速測定袋綴

騰綴繍測定装置

サリノメｰタｰ

水温計

城度計

沸騰構造音波探査装置

微雛総測定装置

テｰプレ鉋一ダｰ

鑑羅鐘置

五綴

水平用2憤垂直周6欄

1艦

1艦

2個

夏式

夏綴

1綴

夏傾

スチｰノレ33蜘雌婁欄

ムｰビ榊蝸雌蜘隻偶

で㌦んかいJの潜航に際しては朝潜水基地を曳航

して出発し費掃りで夕刻基地た曳航して帰港し翌賢

基地の岸壁で整備を行なうことになりこの点で｢しん

かいJの行動半径が制約される.

ノ

�

�

切

札､一一

愛｡調滋擁域;&調麓方港

篤籔園は相模湾廉部の海底鉤形の概略図である.基

地をしで三溝半島繭翅端に逝い小網代港躯設定密れたの

で作業能率の上か蔭その西側の陸澄滋上および三浦洋谷

1三崎洋谷の上流部分潟災び海脚土の連続観測1試料採

取を行なうことを属標とした淋結果&しては小網代

北潤方約4㎞血(水深蟹晦)の地魚から三浦洋谷の水深遂蝸

鰯の地点謹での調翻びせ蜜った.この付遊の海底地

形紀ついてはすでに間山利三郎(玉鍋⑪)1蔑木昭夫(蝸5)

か詳細放記述をしており三浦洋谷汝ばの塙称は剛火

､紬､

�

5㎞1

白奮｣蝕

鶴壽鰯相模湾東都の隷底地形のあεまし(茂木昭夫1955による)

矢剛雲海擦洋谷を孫す

錦?灘鰯潮機欝類(左舷側)

産サリノメ榊タｰ

中央スバｰカｰ

よって省ずげられた､錦iO11工図は茂木による海底地

形図である;面図からよみとれるよう紀この付近で

は嬢だな於縁は一10餐～㍗110狐にあり以浅は比較的

平担1単調恋地形であるか以深の斜面上では洋谷1海

脚かご漢がく刻蜜れており複雑汝地形を放っている宙

小網代付近の陸地には上部中新統の初芹火砕質砂岩層

が東西方陶で牝落ちの構造をもって広く分布して潟り

(三裂昂理矢崎清鄭966)酒側の海底下蜜で延長分布

することか予想される冒

潜航調査に牲筆者らのうち水野赫あ花り垣昆1衣笠

が母船上の作業を行なった｡(潜航者は海上での乗り

うつり秘困難1危険であるので整地胎港が蟹帰港塞で

'㌦んかいJと行を共にする)山

潜航調査は今国は㌢忌ビ滋'レｰダｰの作動不良

採泥管の不着装(底層流測憲装置の着装のため終採泥管

欝嚢図艦

船｢乙女メu小網代港津壁�
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争冷覇ポ略

逗

＼

をとリつけなかりた)のためサンプル採取を目的幻ま

し汰かべたす汝わち覗窓からの胃概観察ステレ

に六分儀による概船の位置決定海関上への展開㌘し

んかい｣の母船との相対位置の関士詞録恋せの作業を行

扱繊た･鶏12図は母船上で乗組員側の観瀬蝿録と照

合した上でこのようにして作成され花ギしんかい｣の

潜航航跡図である｡

第11図三滅灘級の地形(茂木昭夫1955による)

(剛ま横断厳)

'によって着底しようあしたところ王王鯛で海底蜜で餐狐

の標示がありた剛㌶かかわらず船尾が遼1触してしま

ったエ脳では船罵が再び底触ζの時には海底凄で

3滋船体の前方傾斜翌びとなった｡

議.藩航鯛麓の経過

第4表はギしんかい｣の潜航調査の経過を略記したも

のである害綿工2図の航跡図を参照されたい｡

一90独の陸だ汲上(脳O)で潜航1着底した｡｢し1135(皿250軸)で着底できたがそこは平撞であっ

んかいJを慧りは放した後に女丸｣は三浦洋谷の最上た1独(一33腕)凄では海底直上を水平航走でほ

流部を横騎して昔響測撫で

谷の位置を確認水喋通語

によって｢しんかいJの針

､路を誘導した｡脳Oから

一･岬簑(づ⑪腕)謹では海

寝直上を微遼で氷乎航走海婁

底連続観察か可能であっ恕.

五醐で海底漢で⑫魔離秘急

蘭⑪繊となり岡持1ζ梯界

から海底秘消免花､夏鵬

塞では水軍航趨は劣で葦

を行な結うとじ稔秘海底

第鷲隅rレんかい｣の肱麟閣

潜航した海城では棋界あ排常にわるく前下方約3臓側方約

五㎜穫魔で勅った･海底の調査は潟醐夢がない全くの暗夜

にクリノメｰ孝一(鮒灘ソバ渓キ傾斜誹)と績療な高度計(鶯

昔饗測深機)と小さ衣かい帯電灯の3つを頼夢ぽしてかっ

小護わりのあ蜜リ書かない軍紀よ櫛て出梅の調麓をする剛ごた

と克られ弗鴬紀む球かい･こ麦が痛感慈凄吹骨↑しんか～

の泳乎航遼の際の鮒後のビ:ソチの可能範醐まボ爾後で鳶る｡

その髄騒胸ならば海底直上ぞいに連続観察が可能で勅葛が海

底の傾斜がそれ以､1北なると船膳が着底しても覗窓かξ)は海底

がよくみ走なくなる｡計算によるとエ至鑓の地点のよラな揚含

;こは淑穣度の傾斜にな鶯ているそうで勅る｡�
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則
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引

爾録(潜航時闘毎時間41分)

1海底凄で

iのζ蟹)灘備考

三〇

蜘

鮒

餓

榧

㌵

'小鯛汰蝸港

小鯛代港外曳航開始

予遼煮讃曳航打切

潜航踊鴛完了

1潜航開始

1雛

1!海底鼠ヒ水平航走

1/海憐察

い急に深くなって底の鰯簿不

ア

能水準航走観察不能

船尾底触

船尾底触船体傾斜10｡

着底

〕海蝕上水単航走

r鰍ほ連続鱗

岩駿に接縦走航積底脚嬢触

/濫貨さつ後畿のだ

下降開始

宥舷に崖

海底蔵上総鐙の､1火堺坦次

とこるがあリそ夢)藤上を奮註

譲しながら遼義

海藤観察

鮒擢の花約､鵬開始

虚脚ζ船と1嚢繕準行程墜

/海願｣1徽

上昇開始

浮上

ハ=ソチ鰯微

小瀬代入港

は連続観察した.おそらくこれが三浦洋谷の谷底で

ありuユ婁から1135までの間は谷蟹を斜めにおりたもの

と思われる曲工214(仙35独)で突然左舷前方に垂直

の岩壁カ童あらわれて衝突同時ぽ左舷着底脚秘底触した呈

翌賢基勘で潜水士による船体点検の際着底脚にひっか

かっている磐石片が発屍慈れたがこの鱒の衝突の際に

偶然ひっかけて慧淀ものらしい辛もともと今国は試料

採取の意図はなかったが偶然ぽも採取されたわけであ

った.12!葱以降蝸9(一郷晦)に至る間では水平

航走による海底観察をつづけようとしたがしばらく行

っては崖にぶつかり方向変換してしばらくすると崖に

ぶつかって上昇1下降の後水平航走&いう忍挫をくり返

し断片的な翻察におわった.

全潜航時を通じてステレオカメラによる海底撮影を

行液った.作動不蔑であったが餐枚程撮影に成功し

たまた海水の塩分1水温を測定した.船外にとり

つけた底層水測定装置はおそらく衝突の時に破損したも

のらしく測定不能状態であった.またこれは翌日

気づいたことであるか船体上部に第13図のようなひつ

かき傷がついていた.測遂～蝸蜘間に3方向崖にと

りかこまれているようたところに入りこんだことがある

がそれはおそらく濃い洞穴のようなところで人1)こ

んだ際に岩盤が船体上部をこすったものと想像される,

覗慈窓からの胃規観測は着底時をのぞいては微遼

で海底康上ぞ～ζ航走しながら行次った.海底直上で

は海底の状況は限られた視野の艶麗内ではよく観察でき

るが一般に極度のこ雲かい識別はきわめて困難である｡

まだ露砦の岩質1成層状態の判別も葬常にむずかしい変

うに思われ花.

嬉｡観察記録

前述のように視界が限られていたり地形との関係

で観察不能であったところが多くまたおちついて観

察を行政わたかったので.断片的た資料しかとれ恋かっ

た.全体を把握することは非常に困難であるが総合

的に推定すれば次のようになる､

仙90～一五0腕の陸恕恋域の海底には全域貝殻片

を多量に混入する砂(粒度の詳細不明;蘭伽9δOによれ

ば細砂)秘分布じ表繭には月面のように大小の凹凸が

無数に存在する､凹部は小さ扱ものは径数棚大きな

ものは径釦Oc脈深さも数｡㎜から数!0鰍程度ぽ潟よ浴

すりばち状のものである.凸部も岡程度の規穣で小円

弗i3鰯船路1二洲のひりか書慧ず�
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雄丘状となっている.これらはおそらく盛んな生物活

動によるものと､慰われる.生物(底生動物および魚類)

は非常に豊富でかつ色彩にとんでいる.

一蝸～一25脈の間については資料がたい.

一郷搬以深の谷底部と考えられる部分は比較的平坦

てたい積物の表面には小凹凸がある白この凹凸は仁ユ0餐

臓以濠ぽくらべてはるかに数が少たくまたそれぞれ磯

規模も小さい(靴4図).だい積物には貝殻片が多少

混入しおそらく微粒砂ないし泥質砂と思われる(蘭

山1950によれば泥)｡底生動物としてはクモ㎏トゲが

非常に多い｡濠たとくに一300㎜以深では多毛類だと

の巣穴と思われる泥管が無数にみられた.

一330服以深(それ以浅では不明)では比高20m前

後あるいはそれ以上で重直的な絶壁をなすと思われる

谷壁が谷底の両側に発達しているらしい.そして谷は

陸上谷と同様な程度に蛇行しているらしい,谷底の幅

については十分わからなかったが田山(1950)によれ

ば3⑪0鰍と慈れている.

露岩は谷底にはみられない｡上記の谷壁にはよく岩

石があらわれているようである｡船内からの観察の模

様および1214で得た岩石片(篤1聰)の観察緕果はよれ

ば谷壁には三溝層群の初声層に属する凝灰質砂岩が広

く発麓しているように思われる.

以上にのべたように三浦洋谷については最上流部

の資料は得られていないが初声層から汰る谷(陵上谷)

淋沈水した後谷底秘ある程度埋積されているものでは

ないかと考えられる.囲山(1950)は三浦洋谷が富田

低地帯の西方態長紀あることからその両者の構造的な

っな撚り関係を示唆したことがこの点についての資料

は得られ恋かった｡第5表に参考資料としてサリノメ

ｰタｰで測定した結果を付記しておく｡

5｡潜航調査についてのメモ

最後に潜平の感想､を記して今後の調査のためにいささ

か決りとも役立てたい｡

て｢しんかい｣の航跡図カミ作成される,一層の亙確

さを期すためには測定をできる隈ゆ迅速にかつひん

ぱんに行なうことが必要でありまた後でのチェックの

ために時刻と共に測定値を整理した形で記録してお

かなければ在ら加･.これらの作業は乗組員に時間

的余裕がない分については観測班が補助的に行なわ肢け

れば放ら放い現状でそのためには観測班は母船上に

2名を必要とし濠た適当な作業のスペｰスを必要とす

る.

さらに流れによるrしんかい｣の移動の要素も考慮

しなければ放ら淡い.篤工2図にみられるように書り

は液し後一藪0臓に着底蜜で南方に約ユ.2㎞移動しま

た鍛後は墾随上昇し淀際には約逐｡o醐以上移動している.

漢だ母船上での瀬碇1はって航跡図をつくると㌦

んかい｣のその鱒涛の針路方位とは大きくくいち添いが

生じている(時には逆の方向に進んでいる).これが

潮流鉦るい徹底層流液との海水の流れは起因するものが

船位測定上の誤差によ篇ものか(あるいはその両者か)

ぽついては資料湯泌いので不明である｡ごの点で

できる限りくわしく母船上であるいはザしんかい｣で

潮流驚料をとるのが望漢しい苗�
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第15図三浦履鱒初声履に属するス=1リア質繊綾の毅片

現在水中通誘機は1回線しかない.

⑪

②

③

④

⑧

自走行動能力

転回縫カ

潜底能力

誠料採敢能力

境界

の諸､叙である､さらにふつうの状態では安全で齢る

が⑥に関連して揚禽によっては慈けることがで慧な

い危険性赫ある(たとえば何時の間にか洞穴にはいりこ

む,この際操縦装置が故障すると脱出不能と怒る)佃

④紀ついては現在のところ王国の潜航時ぽ採取で著る数

が限られているというζとである山これを除けば上

記の諸､煮は陸だ恋上の平坦部ではほとんど問題に怒ら

ない串しかし平均傾斜こそ小さいが実際には複雑故地

形をもつ斜面上での｢しんかいJの活動紀対しては大

きな捌約をあたえることに怒る｡蜜た定員の上から

観測背王名とされているか互角で一切の炸薬1記録を

とるということは実際には顕難でありかつ屍おとしが

生ずる原因となる｡もっともこの､叙は～んかいJの

乗組員添観測経験をつむことによってある程度解決慈れ

るであろう.観測脅と棄組員が緊密恋連けいをとらな

ければならないことはいうまでもないことである.

第16回しんかいグ)絞置淡憲法

地質調査という点

に関してだげいえば

上記のように現状で

は大きな制約があ

りあまり能率的と

はいえ匁い.少汰

くとも広域にわたる

調査には適してい後

いがある限られた飽

城をあせらずに腰を

落ちつけて数買閥以

上の計画をもって調

査する上には有効で

あ1)よい成果が期

待で慧るであろう｡

単なる興味本位の海底探検におわらせず(おわらせ到こ

はあまりにも高価につく)にどのよう放駒形下において

もより能率的1効果的に役に立つ資料を豊富に得るた

めにはザしんかいJそのものおよび母船の爾宥につい

てさら樽改善の余地淋諾膚あると思われる.しかしこ

の点についてはわ粧国最初の経験であり今後の発展

ρための礎石を着ずくという意瞭では齢る軽度上哲を得

たかったものであろうしまたそれ液りの役割りを果

たしているであろう.

ともあれ海底地質の調査においては(おそらく海底

に関する一切の調査についても)直接観察1現場測定

1現場サシブジングが可能恋潜航調査淡きわめて箆要1

有意義であり魅力的である土とが痛感された｡海底

地質家ほもちろん陸上のとくぽ堆積岩類をあつかう地

質家はできる限り海醸調査を行なうべ書である｡とく

に海底繭の連続観察微地形と堆積状態との関係底

層流と堆積物との関係特定の断層1縄曲構造の研究

そのほか多くの繭において重要な資料を袴るこ㍑可能

である｡塞たそのためにこそザしんかい｣をは篶めと�


